
研究年報の刊行によせて

コロナ禍の令和2年は、年度当初の休校でのリモート授業からスタートし、予防策の確立を模索しつつ行事を見直
し夏休みを短くして、ようやく実現した学校生活でした。何が大事で、どう取り組めばいいのか、世界中で“教育”
の根っこが問われる一年でした。そんな中、平成30年度から本校で取り組んできた「生き抜く力の育成」を標榜す
る研究を発展させ、“止められない教育”として今年度私たちが唱ったテーマが「対話を通して学び深める授業づく
り～『なりたい自分』になるために～」でした。
発達課題別グループを小中高の縦割りで組織し、個々の児童生徒の発達と異校種の視点を持ち寄り、「アイデア

シェアタイム」「めっちゃしゃべれる研究会」で授業づくりのPDCAサイクルを円滑化、リモート授業で身につけた
AI技術で大学の先生方に平時から繋がって研究に取り組みました。そこから得られた情報を、「対象との対話」
「他者との対話」「自己との対話」の３つの対話で整理、「なりたい自分」になる為の授業づくりの成果と課題を検
証し、本年報にまとめました。
“教育”の根っこに通じる示唆を含むものと自負しております。ご一読いただき、みなさまと“止められない教育”
を進めていければと思います。

滋賀大学教育学部附属特別支援学校 校長 藤田昌宏
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本校では、平成30年度より授業づくりをテーマに、授業力の向上を図るとともに、新学習指導要領のキーワードで
ある「主体的・対話的で深い学び」を中心に研究を進めている。
昨年度までの研究では、「もう一歩踏み出せる力」「自己発展し続ける子ども」を『向上心』というキーワードで

まとめ、各学部でテーマを設定し、学部研究を深めてきた。その中で、高等部卒業段階で「なりたい自分」を導きだ
すには、他者の存在に心地よさを感じ、安心できる仲間と経験を広げ、他者の良さに気づくことが大切であり、そう
することで「ありのままの自分」「自分のよさ」も受け止められようになる。そうした自己理解へつなげるためには、
昨年度の研究で注目した「対話」の力が必要であると考えた。

本校は全校生徒59名と小規模校であり、教員数も少ない。そのため、研究グループの細分化が難しい実情があり、
今年度は大きく３つのグループ（A:発達年齢1.5歳～4歳程度まで、B:5歳～8歳程度まで、C:9歳～14歳程度）に分か
れて授業検討・事後研究を行った。小学部にはＣグループに該当する児童は在籍していないが、小中高の縦のつながり
を考慮して研究メンバーを配置、小学部でも研究授業を行った。また、学習によっては、幅広い発達年齢の子ども達が
共に学習する授業もあるため、各グループに相当する発達年齢の児童・生徒に焦点をあて話し合いをすることにした。
ＰＤＣＡサイクルの円滑化を図るため、昨年度までの事後研究会に加え、新たに授業検討会であるアイデアシェアタ

イムを導入し、子ども達の実態の共有と授業計画について話し合う時間を設けた。また、昨年度まで行ってきたRound
Studyの手法をアレンジした事後研究会「めっちゃしゃべれる研究会」を設定した。

4月当初の計画では、アイデアシェアタイムとめっちゃしゃべれる研究会をセットに数回繰り返す予定をしていたが、
コロナウイルスによる緊急事態宣言に伴う休業により、このサイクルを繰り返すことが非常に難しくなってしまった。
そこで、今年度は夏休みを利用し教員全員がアイデアシェアタイムを経験し、本校独自のスタイルを模索する1年に
なった。

テーマ設定理由 ～なりたい自分とは？～

対話は「①対象（教材・教具）との対話」「②他者（教師・生
徒・地域の人など）との対話」「③自己との対話」という、３つの
視点で見ることができ、人と人との話し合いや言葉を使った対話だ
けでない、様々な捉え方をすることが大切であることを確かめてき
た。子ども達は、対象（教材・教具など）や他者（教師、友だち、
地域の方など）との「さまざまな対話」を通して安心感を高め、自
信をつけていく中で「自己との対話（自分と向き合うこと）」を積
み重ね、自分の思いを発信していく。そうした繰り返しの中で、
「なりたい自分」を見つけ、実現に向けて歩み出すことができると
考えた。

研究の目的・方法

１．発達課題別グループでの研究を通して、授業づくりのサイクル＜PDCA＞の円滑化を図る。

Ｃ 発達年齢 ９～14歳程度Ｂ 発達年齢５～８歳程度Ａ 発達年齢1.5歳程度～４歳程度まで

昨年度考えた「対話」を通した自己理解や「なりたい自分」の形成について、まずは授業中にどのような対話が行わ
れているのか、授業の中での「すてきな対話」を見つけることから始めた。
言葉での表現が難しい子ども達が言葉を使わず対話するのはどんな授業場面なのか、言語力のある子ども達の自己理

解を促すような対話にはどのような題材が効果的かなど、実際の授業の中で見られたたくさんの対話する場面を収集、
分析することで研究グループごとの共通点をまとめた。

１．授業構想を練る ２．授業検討会 ３．指導案作成 ４．研究授業 ５．事後研究会 ６．まとめ

アイデアシェアタイム めっちゃしゃべれる研究会

２．授業における対話に着目し、子どもの成長や自己理解へと導くための対話について検証する。

★人数は、グループの発達年齢に該当する児童・生徒数

小：13名 中：４名 高：５名 小：３名 中：10名
高：10名 小：なし 中：５名

高：９名

他者との対話自己との対話対象との対話

発達段階に応じた効果的な対話とは？

なりたい自分

言葉以外で対話するには
どんな方法があるだろうか。

子どもたちが対象と向き合い、
葛藤するそんな題材とは…？



授業検討会

アイデア

シェアタイム

本校で作成した「授業デザインシート」を使い、指導案前の授業案（単元計画）を検討する会を設
定した。グループに所属する小・中・高の学部教員に加えて、校長や養護教諭などいろいろな立場の
教員が一緒に授業検討をすることで、様々な視点から斬新な意見を聞くことができた。また、大学と
リモートでつながり、大学の先生からも違う視点の考えを聞くことができ、教員一人ひとりが自分自
身の授業づくりを見直す機会にもなった。

令和２年度研究のポイント ～その①～

子どもの視点 教師の
視点

合わせた単元設定、授業構想

授業デザインシートはできるだけシンプルで書きやすいものを目指し、子どもの視点と教師の視点を合わせて授業構
想できるよう工夫した。初めは授業の流れを考えるものとして活用することを意識していたが、アイデアシェアタイム
を重ねる中で、このシートは単元計画の初期に使うことが有効であるとわかった。研究授業だけでなく、普段の授業づ
くりにも活かせるものであり、実習生の指導などにも活用した。

アイデアシェアタイムを通して、子ども達がもつ「なりたい自分」を、子ども達の実態から教師が推察し、実態によ
り合った題材、教具は何かを話し合ったことで、さらに子ども達の思いに近づくことができたのではないかと考える。
教師が「こうしてほしい、こうなってほしい」という思いだけで授業を考えるのではなく、子ども達自身がどのような
自分になりたいと考えているのかを実態から考えることが、授業づくりの第一歩になった。子ども達の実態や思いによ
り近い題材や教具を用いて授業を計画、さらに実践することで、子ども達の主体性が高まったと同時に、授業での対話
が活性化し、対話場面が多く見られることにつながった。

子ども達の
実態に合った
題材、教具

様々な対話が
活性化

いろいろな立場の
人たちとの対話
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中学部
高等部

養
護
教
諭

校
長

大
学

指導案の前段階

これなら
できそう！

こんなん
どうかな？

こうしたら
楽しそう！

方向性
明確化

こんな授業に
したいけど…

児童生徒の
実態把握

アイデアの
共有

他学部
理解 情報の

整理

同僚性

アイデアシェアタイムの効果

新しい取り組みのアイデアシェアタイムは、教員へのアンケート結果よりさまざまな効果があることがわかった。例
えば、アイデアシェアタイムは、いろいろな立場の教員が対話する場である。このことにより授業に活かせる新しいア
イデアが共有でき、自分の視野が広がってアイデアが蓄積されていった。また、子どもの実態欄に興味関心・強み・課
題を記入できるようにしたことで、目の前の子どもの姿を中心に話し合うことができた。さらに、話し合うことで他学
部に所属する児童生徒の実態把握にもつながった。指導案作成前の段階で話し合った結果、授業提案者の考えが整理さ
れ新しいアイデアを柔軟に取り入れることもできた。この場では、自分の意見が否定されることはなく、みんなで授業
を作り上げていく作業につながり、同僚性を育む機会にもなった。

★デザインシートは本校ＨＰにて閲覧可能です。



まとめの通信を発行

大学との

連携

オンラインシステムを校内研究会でも活用し、Microsoft Teams を用いた連携を進めてきた。こ
れにより大学の先生との距離が近くなり、今まで以上に密な関係を築くことができた。

今年度は、発達課題別研究に先立ち、子どもの発達についての研修をリモートで行った。さらに、
グループ別の研究会でも、それぞれのグループ担当の先生にグループに所属する子ども達の特徴や
課題などを教えていただいた。アイデアシェアタイム、めっちゃしゃべれる研究会にも参加いただ
き、常に意見を聞くことができるようにした。

令和２年度研究のポイント！～その②～

ｓ

グループの発表

すてきな対話をさがそう（授業の動画視聴）
たいわタイムⅠ
「すてきな対話を出し合おう」

たいわタイムⅡ
「対話について、深めよう」

意見交換、まとめ

アンケートの記入
毎時間アンケートを記入。結果を集計、分析しよりよい

研究会を目指した。

事後研究会

めっちゃ

しゃべれる

研究会

昨年度まで実施していた「Round Study」の手法を活かし、発達課題別グループでの研究会を実施
した。「たいわタイムⅠ、Ⅱ」を設定し、それぞれ4人程度の少人数で意見交換をした。たいわタイ
ムⅠでは、授業で見られた「すてきな対話」について、その魅力やシェアタイムで話し合ったことが
子ども達にどのような影響を与えていたかについて話し合った。たいわタイムⅡでは、子どもの姿を
中心に、今後の成長でどのような姿を目指したいか、またその姿を目指すためにどのようなことが大
切かについて、考えを深める話し合いを行った。教師も「対話すること」を意識し、活発な話し合い
活動を繰り広げた。

研究会の流れ

授業者からアイデア
シェアタイムを受けて
工夫したところを紹介。
撮影した授業動画を見
ながら、各々が感じる
すてきな対話を探す時
間にした。

各小グループで話題
になった意見を発表。
同じ内容の対話エピ
ソードを固めて配置
したり関係性のある
対話同士を並べたり
して、授業での対話
を整理した。

たいわタイムⅡで出
てきた意見を交流。
今後の課題や、発達
グループの特徴、学
部で取り組みたいこ
となど、さまざまな
意見が飛びかった。

ビデオを見て見つけた「すてきな対話」について小
グループに分かれて話
し合った。授業の中で
見つけた「すてきな対
話」場面を紙に記入。
それをもとに自由に話
す時間を設定した。4人
程度の人数なので気楽
に意見交換できた。

たいわタイムⅠとメンバーを変え、さらに深い話し合
いを行う。今の児童が
次の学部へ進学したと
きどのような姿を目指
したいか、研究グルー
プの子どもたちの共通
点は何かなど、子ども
の姿を中心に語り合っ
た。



令和２年度研究 「すてきな対話」探しを通して見えてきたこと…

設定したり環境を整備したりして、自己と対話する時間を確保する必要がある。客観的に自分を見つめることの難しい
Aグループの子ども達も、できない自分に悔しさを感じたり、できた自分に喜びを感じたりしながら、自己との対話を
しっかり繰り広げていた。発達段階に関係なく、子ども達は「なりたい自分」を自分の中に秘めており、子ども達の実
態に合わせた教材や教具を教師が準備することが、他者や自己との対話の広がりには重要である。

今年度は、思うように研究が進まず悩むことも多かったが、コロナ禍の中でできることを教師自身も対話を通して考

どんなすてきな対話が
見られたのかな？
次のページから
紹介しているよ。

今回の研究では、あえて対話を3つに分類しながら話し合うのではなく、いろいろな視点の対話に注目して発達段階に
おける対話の特徴を捉えたいと考え、授業での「すてきな対話」探しを行った。先生や友だちとの言葉を使ったやりと
りだけでなく、身振りやアイコンタクトなど言葉のないやりとりや自分の中で葛藤する姿も対話であると考えることで、
さまざまな子ども達の姿から対話の場面を探すことができた。
これらの対話について整理していくと、やはり昨年度確認した「対象との対話」「他者との対話」「自己との対話」

の３つに分けられること、そして３つの対話からそれぞれの発達段階の特徴が明らかになった。

えてきた。各グループ５つの実践から、発達段階における子ども達の対話の特徴が明確
になったことに加えて、同じ発達段階でも各学部で対話の様子が違い、生活年齢と対話
の関係性も見えてきたことは大きな成果である。しかし、「対話」の捉え方を自由にし
たことで、本校での「対話」の定義が少し曖昧になってしまっているのが課題だ。
次年度は各グループで確認した「３つの対話」を効果的に授業に取り入れ、自己と対

話する姿を大切にしながらさらなる学びの深まりを目指したい。また、縦割りの研究で
得た学びを学部で共有し、生活年齢との関係も意識しながら研究を進める。コロナ禍で
もできることを少しずつ考えながら、本校独自の授業づくりをさらに深めていきたい。

（文責 巻幡知栄）

各グループの対象との対話に注目すると、対象は子ど
も達の身近で生活に根ざしたものから、徐々に選択肢が
増え、興味の幅が広がっていることがわかる。Cグルー
プにおいては、自ら対象に課題を見いだす姿が見られた。
Aグループの子ども達の中には、興味の幅が非常に狭い
子もいる。同じ学習グループの友だちを見ながら、不安
を少しずつやわらげ、新しい対象に向かう気持ちを膨ら
ませる姿は、本校ならではの幅の広い学習集団があった
からだろう。
子ども達が集中し対象に向かう場面では、会話が少な

く黙々と活動に没頭する姿がある。安心感や自信を生み
出すためには、対象と対話する時間を教師がしっかり提
供し、思う存分対象に浸ることが必要である。

次に他者との対話に注目すると、自分の思いに共感して
もらう経験をたっぷり味わった子ども達は、教師を手掛か
りにクラスの友だち、学部の友だち…と徐々に関わる人を
増やしていった。１対１の関係性の中で自分を出していた
姿も、Ｃグループでは様々な意見に共感したり比較したり
しながら、思考を繰り返す姿が見られた。また、教師から
の呼びかけではなく友だちの言葉かけに心を動かし、気持
ちを揺さぶられる場面もあった。
他者との対話の中で相手のよさに気づくことは、自分を

見つめ直し、共感してくれる他者の存在が自分の思いを発
信することにつながる。他者の存在は、子ども達が自分自
身に目を向けるために必要であり、他者との関わりの中で
客観的に自分を捉え自己との対話に向かうことができるの
である。

自己との対話

どうしたら
いいかな？

これ好きだな
やだ！

やりたくない

いいな
うらやましい

わたしは
こう思うな

あの子は
すごいなぁ

もっと
わかりたい！

新しい考えを知る
自分のよさに
気づく存在

まねしたい
気になる存在

受け止めてくれる存在

他者との対話

対象との対話

思考に訴えかける
手ごたえのある課題

色々な選択肢 やってみたくなる題材

興味関心
生活に根ざしたもの

最後に、自己との対話に注目すると、対象や他者と対
話する場面には、必ず自己との対話が存在することがわ
かる。子ども達は、授業の中でさまざまな思いを自分自
身に向けて話しかけている。楽しい活動でのプラスの感
情だけでなく、「なんでできないんだろう」と葛藤する
対話に教師が共感することは、子ども自身ができない自
分を受け止めることにつながる。できない自分を決して
ダメととらえず、「できるようになるには…」と他者の
意見を取り入れたり、対象とじっくり向き合ったりする
姿は、まさに効果的な対話と捉えられるだろう。ただ対
象を与えていれば対話が生まれるわけではない。また他
者がいれば対話が自然と起こるわけでもない。子どもの
思いを教師自身がうまくくみ取り、他者と関わる時間を

なんで
できないの⁉

なんで
そうなるの⁉

負けるもんか！



Ａグループ ４歳程度まで
Ａグループの子どもたちは、自分の興味関心の高いものについては、とことん追求したい思いをもっている。
同じことの繰り返しのように見えても、繰り返すことで安心し、もっとやりたい気持ちを高めることができる。
しかし、興味関心の幅が狭く、初めてのこと、見通しのもてないことに対しては、不安感が強くなり、取り組
みにくい姿が見られる。こうした共通の姿から、児童生徒の興味関心を高める対象（教材・教具）とは何かを探
りながら、５つの授業実践研究を行った。

すてきな対話をみつけよう

①小学部ことばかず『すてきな帽子屋さん』

パネルシアター「すてきな帽子屋さん」では、帽子に
ちなんだダンスや歌などに取り組んだ。集団に入りにく
い児童も興味を示し、帽子を手に取ろうとした。また、
バナナの帽子を見ると、思わず立ち上がり、バナナ体操
をするなど、対象へ向かう気持ちを引き出せた。

②小学部ことばかず『モクモクくものレストラン』

パネルシアター「モクモクくものレストラン」に出て
くるたくさんの食べ物の形をした雲たち。その中から自
分の好きな食べ物を選んで発表する活動。自分の好きな
もの、先生の好きなものを選ぶと、先生に持っていき、
やりとり遊びを楽しんだ。

③中学部家庭『ボタン付け名人になろう』

フェルトの布にボタンで自分のイニシャルを作り、縫
い付けていく活動。写真付きの工程表を何度も確認し、
集中して取り組む姿につながった。
また、玉留めする場面では、やってみるけど、うまく
いかない気持ちを教師と目を合わせて共有できた。

⑤高等部国数
『次はだれ（なに）かな？

みんなで何人（いくつ）かな？』

ＰＣを操作して、いろんな物の数を数える活動に
取り組んだ。画面に同じクラスの友だちの写真が出
てくると真剣な表情に変わり、抜けている人はいな
いか名前をつぶやきながら数えるＡさん。自分のク
ラスの人数をこっそり何度も数え、対象に向き合う
姿を引き出した。

次は
何かな？

○○ちゃんと、
○○さんと…

ここは青！
こっちは赤！

このクラスは、
何人かな？

すてき！！

④中学部美術『ペーパービーズを作ろう』

竹串にポスター等の紙を巻きつけて作るペーパービー
ズ。擬音語で動作をイメージしやすくし、実態に合わせ
た教材を用意することで繰り返し取り組む姿につながっ
た。また、ビーズを活用し立体作品を製作し、自分の思
いを作品に表現することができた。

あれ〜！？

バナナ～！

そうでしょ♪
先生！

はい、どうぞ！



３つの対話で整理してみよう

『なりたい自分』になるために（成果と課題）

５つの授業研究を行い、好きな食べ物、自分が使うものを製作する等、子ども達の生活に直結し
ている教材に興味を示し、加えていつもの教材に少しの変化を加えたものや見通しがもてる教具が
興味関心を高めるために必要であることがわかった。また、それらの対象（教材、教具）を児童生
徒に提示する時、わかる状況づくりが重要である。例えば、擬音語で動作をイメージすることがで
きる状況を作り出し、対象にとことん取り組むことで、自己の中で満足感や達成感、安心感を膨ら
ませ、「私はこうしたい。」という明確な思いへと変化していった。対象と自己との対話を繰り返
し、生まれた気づきや喜び、また悩みなどに教師が気づき、寄り添い、ともに味わい、共有する存
在になることで、自ら発信する姿につながったと考える。
共同研究者の白石先生より、対話とは教える、教えられる関係だけでは、「応答」はあっても
「対話」にはならず、どこかで人間的な対等性が必要ではないだろうかと投げかけていただいた。
発信の少ない、本グループの児童生徒たちにとって、言葉だけではない、身振りや視線など子ども
の小さな変化に教師が気づく目をもち、ともに味わい、共感する存在になることは「対話」を生み
出す関係につながる。重ねて、本当にやりたいことなのか、そうせざるをえない衝動なのかを見極
め支援することは、本当の思いを引き出すために重要な視点であると考える。
本校には、小中高すべての学部に共通して登山の活動がある。同じ活動に取り組んでいるように
見えるが、児童生徒にとっては、毎回捉え方が変わり、毎回新しい挑戦、発見ができる題材である。
小学部の頃は、先生と一緒にとりあえず歩く姿だったものが、中学部、高等部と積み重ねていくう
ちに、受け止めてもらう相手が教師から友だちへ変化し、友だちの姿から目標をもって登る姿に変
化することがある。そこには人と人としての対話が自然と生まれる。このように、他の教科でも、
素材は同じだが、少しの変化を加えながら他学部にもつながる長い単元の視点ももつことも必要で
ある。子どもの微小な変化を読み取り、分かち合い、対象へ向かう気持ちを育み、自己や他者との
対話を活発にできる実践を今後も積み重ねていきたい。 （文責：森あゆみ）

対象との対話 自己との対話

安心＋興味関心＋生活
児童生徒の興味関心は生活に直結して
いる教材。加えて、いつもの教材を少し
変化させた教材や見通しがもてる教材を
用意することが、やってみたい気持ちを
高め、対象へと向かう気持ちを引き出せ
た。

わかる状況、
じっくり取り組む場
わかる環境を作り、題材にじっくり
取り組める場を設定することで、悩ん
だり、どう表現しようか考えたり、自
分の思いを膨らませることができた。

他者との対話

ともに味わい、共感してくれる存在
→気づきや喜びの発信

対象と自己との対話を繰り返
す中で、生まれてきた気づきや
喜びを感じている。その瞬間に、
教師が共に味わい、共感してく
れる存在になることで、発信を
促すことにつながった。

向かう
気持ち

表現したい
思い



Bグループ ５～８歳程度
Bグループの子ども達は、友だち同士の関わりが増え、おしゃべりをしたり、遊びを共有したりしたいという

思いを強く持っている。一方で、その気持ちや考えを言葉でうまく説明できず、トラブルになることが多い。友
だちや周囲の人たちに、自分を認めてもらいたいと思う気持ちが強い子ども達である。
また、自分で０から物事を考えたり、作り出したりすることが苦手な子ども達が多く、見通しがもてなかった

り、「難しい」と思ったりすると活動に向かいにくい様子が見られる。こうした共通の姿を押さえた上で、５つ
の授業実践研究を行った。

すてきな対話をみつけよう

①小学部図工 『モビールをつくろう』

上からつるすモビールは、どのパーツがどの順番に
なっても成立する。バイキング形式でパーツを選べるよ
うにしたため、自分の思い通りに並べることができた。
友だちの様子も意識しながら、オリジナリティあふれる
モビールができあがり、達成感を味わえた。

あっ！
いいやん！

②小学部生活 『みんなでげきをしよう』

文化祭劇の配役発表の学習で、主役の6年生は期待
いっぱいで参加した。一番最後に登場する役に選ばれて
喜ぶAと選ばれずに落ち込むB。でも、自分の役の良さ
を先生から聞くうちに、頑張る気持ちに切り替わり、最
後は笑顔でハイタッチする姿があった。教師との対話を
通して自己との対話が見られた場面であった。

がっかり

やったぁ！ がんばる！

③中学部家庭 『ウォールポケットをつくろう』

整理整頓を意識してウォールポケット作りに挑戦。
何を入れるか、どうやって作るか（手縫い？ミシン？
ボンド？）を考える場面で、自然と肩を寄せ合って相
談していた。友だちのつぶやきからアイデアをもらい、
作りたいものがイメージできると作業もどんどん進み、
仕上がりに満足げな姿が見られた。

消しゴム
入れたいな。

ぼくはハンカチかな…

いいやん！

イメージ通りに
できた！

④中学部数学 『かぞえよう くらべよう』

紙コップを積んで高さを測ったり、数を数えたりし
ながら数に親しむ学習。紙コップは扱いやすく、不快
な音もしないので安心して対象との対話ができた。
100個以上の紙コップを目の前にして、やってみよう
という姿をどんどん引き出すことができた。どの生徒
も黙々と対象と向き合った。

⑤高等部国語 『ニュースキャスターになろう』

ニュースキャスターになって学校の出来事を紹介
する学習。ニュース番組は生徒たちにとって身近で、
目指す目標が分かりやすく、なりきって楽しむ姿が
見られた。「どんなことを伝えよう？」と相性の良
い仲間同士で相談する中で、自分の気持ちとも向き
合い、読み上げる原稿ができあがっていった。完成
した番組を見た他グループの友だちに「すごいな」
「おもしろかったで」と認めてもらえたことも嬉し
い気持ちや意欲につながった。

ランキングで
紹介はどう？

それいいね～

何にする？
この行事はどう？

うん！

本番の様子

俺、手縫いが
得意やねん。

高く積むぞ！
いっぱい
積むぞ！



３つの対話で整理してみよう

対象との対話 他者との対話

自己との対話

安心＋自己決定→主体性

「できそう！」「やってみたい！」と思
える教材や導入の工夫（動画等の活用）
で、安心感をもって対象に向かうことが
できた。０からではなく、選択肢の中か
ら「ぼくはこれ！」と自己決定すること
で、主体的な姿を引き出せた。

見える・気づける距離
＋

相談しやすい環境
→やりとりの活性化
お互いの様子が見える距離感
で活動したり、話し合える環
境や雰囲気を設定することで、
子ども同士のやりとりが活性
化した。

「どうしよう？」
葛藤する場面

↓
新しいアイデアや
考えとの出会い

一人で考えるだけでなく、対象と
向き合ったり、先生や友だちとの
やり取りの中で自己決定や自己変
容に向かう姿を見せていた。

５つの事例研究を通して、子どもの興味や関心、得ている知識や技術の実態を踏まえた題材を設
定し、「これならできそう！」「やってみたい！」と思える導入を工夫（動画やパワーポイントの
提示）することによって、主体的に活動に向う姿が引き出せた。また、どう取り組むかを自己決定
できる選択肢の設定、教師や友だちと相談しやすい距離感や環境の設定を行うことで、対象や他者
との対話が活発化し、自己との対話（自己決定や自己変容に向かう姿）へ導くことができた。
研究の当初は、卒業後の姿として「なりたい自分」という明確なゴールを設定し、そこに向かう

ために各教科等での単元や授業があるようなイメージがあった。しかし、事後研究を通して「なり
たい自分」を捉え直した。Bグループの子ども達が卒業後の姿をイメージすることは難しく、ぼんや
りとした状態にある。明確なのは、今の気持ちや状態である。目の前にいる子ども達が何を思い、
願っているのか、現状の「なりたい自分」を教師が推察し、授業を展開する。授業後の少し成長し
た子どもの新たな思いや願いを推察し、次の授業を展開していく。この積み重ねの中で、子ども達
が自分に向き合い、自己理解を深めていく過程を通して、ぼんやりとしていた進みたい方向性であ
る「なりたい自分」が明確になるのではないか。そのためにも、授業の中で、対象や他者との対話
と

『なりたい自分』になるために（成果と課題）

と自己との対話の行き来を活発に展開させることが大
事である。

Bグループの子どもの発達段階は、自分の意見と相
手の考えとの間で折り合いをつけたり、自己調整がで
きたりする段階である。集団の学びにおいて、対象や
他者との対話の活性化を促し、自己との対話（自己決
定、自己調整）へとつながる実践を積み上げていきた
い。 （文責：和田佑子）



Cグループ ９～1４歳程度
Cグループの子ども達は、言葉での指示や会話のやりとりで内容を理解し、目的を意識した活動ができる。生

活年齢が上がると、授業に向かう心構えを持ち、自己調整できる力も育ってきているため、少し難しい活動や根
気が必要な作業などにも向かうことができる。具体物が無くても言葉でイメージがもてるようになり、抽象的な
思考につながっていくが、思考の手掛かりになるような丁寧な支援や手立て、題材の工夫が必要である。対話に
着目し、５つの授業実践研究を行う中で、Cグループならではの気づきや課題も見えてきた。

すてきな対話をみつけよう

①小学部ことばかず

『おこづかいをもって、買い物に行こう』
手作りすごろくの教材を使い、金種やお金の計算を学

ぶ学習。買い物のマスではお小遣いが減るので、そこに
止まるとみんなで一喜一憂していた。友だちの計算をし
てあげたり、勝ち負けにこだわっても気持ちを調整した
りしようとする姿から、自己との対話が見られた。

②中学部国数 『昔話をアレンジしよう』

昔話（３枚のお札）をアレンジして文化祭劇のあら
すじを作る授業。相槌をうったり、「へ～そうなん
や」と、相手の意見に共感して聞く姿に他者との対話
があった。友だちの意見を聞いて自分の意見を変更す
る場面も。本筋から逸れないようにするには、教師が
話の方向性を舵取りする必要があった。

③中学部家庭『栄養バランスを考えた献立を考えよう』

各自が考えた献立が給食に採用されることになり、献立
のテーマをみんなで話し合った。野菜たっぷりのメニュー
にしたいので「モリモリ」という言葉を入れたいＡ。「モ
リモリ」に違和感を覚えるＢとＣは、Ａの意見を頭から否
定するのではなく、周りの様子を見ながら代案を出した。
自分の意見を主張する姿から対話が生まれた。

④高等部美術 『アフリカンシンフォニー』

アフリカの景色を題材にした共同制作の取り組み。導
入の写真、絵、音楽等で生徒達は「すごい！やってみた
い！」と、イメージを広げていた。共同制作という設定
が対話を生み、生徒は絵を通して対話し、イメージの共
有をしようとしていた。思い通りに上手く描けなくても
どかしい・・という自分との葛藤もあった。

⑤高等部数学 『きみは解けるかな？』

マジックショーのワクワクする導入から始まり、誕生日を
当てる計算トリック（手品）のタネを考えさせる授業。その
後生徒がオリジナルの式を作成した。生徒達は「トリックど
うなってるの？」 「自分で式を作りたい」と、電卓を叩い
たり、紙に書いたり消したりしながら、既存の知識をフル活
用して計算式に黙々と取り組んでいた。思考を巡らせる数学
的な考え方ができるようになることと、そこから論理的思考
を働かせることにつながればというねらいがあった。数学手
品の理解や、式の組み立てで苦戦する生徒もいたが、粘り強
く自己と向き合い、思考する姿があった。

おこづかい
ゲット！

（舞台は、山・川・海、どう思う？）
いいんじゃないかなあ～

お札を使って
透明人間になる！

あ！山行って、
川に落ちて、海に流れていくのは？

モリモリが
いいと思う

モリモリより
たくさんがいいな

「食べ物で風邪とかか
ら体を守ろう」とか…

こうしたらキリマン
ジャロに見えるかな…

どんな問題に
しようかな…

僕のマジッ
クショー！

こうやって考えてみたら？

高いのこーい！

夕焼けの色も揃え
た方がいいかな？



３つの対話で整理してみよう

対象との対話

他者との対話

自己との対話

思考にアプローチする
手応えのある題材設定
題材が生徒達にとって魅力的であることは、

取り組む原動力になる。
「考えたストーリーが台本になる！」「共同絵
画を作る！」「数学マジックをしてみたい！」
少し難しいけれどやってみるという、気持ちを
引き出す題材に、自ら向き合う過程で意欲や集
中力が高まり、対象との対話が深まった。

他者の発言を受け止める
↓

自分の思いを言語化して発信する
友だちの発言を聞いて共感したり、意見を

変更したりする姿があった。話し合うテーマ
について言葉でイメージを共有し、相手を意
識しながらも、自分の主張を述べることで、
互いの意見を調整し、結論へ導くことができ
た。会話の中で考えをまとめ、深められた。

憧れや挑戦したい
目標に自ら向かえる
想いはあるのに、それを上手く表現

できない自分と葛藤し、粘り強く考え
たり、何度も書き直す姿があった。
少し上の目標を目指す中で、自分と

の葛藤があり、そこに自らチャレンジ
したり乗り越えたりすることで成長し
ていく姿が感じられた。

対話に着目して５回の授業研究会を行う中で、Ｃグループならではの対象、自己、他者との対話

を見い出すことができた。Ｃグループの子ども達は、言葉で内容を理解し、イメージを共有しなが
ら話し合いをすることができる。他者との対話において、まず相手の意見を受け止め、それに共感
したり、違いを認めつつも自分の意見を主張したりして、そこから新たな結論を導くことができた。
テーマに沿った話し合いを成立させるためには、道筋を示す教師の支援も必要である。生活年齢を
重ね、少しずつ抽象的な思考を獲得しつつある子ども達にとって、会話によってイメージを共有し、
自らの考えを反芻することで考えを深めていく過程（自己との対話）は大切に考える必要がある。
また、子ども達は、安心できる集団の中でこそ自分の意見を述べることができ、力を発揮できる環
境の大切さも認識できた。
小、中、高と進むにつれ、気持ちを調整し、自ら課題に向かう力が育ってくる。憧れや、挑戦し

たい目標を持つことで、苦しくても自ら向かおうとする姿（自己との対話）も出てくる。高等部は
卒業後を視野に、具体的な目指す姿を意識し始める段階にある。自分を客観的に捉えつつある生徒
達は、上手くできない自分と葛藤する姿もあった。乗り越えていく姿勢とともに、今の自分を受け
入れ、認める自己理解の育ちも大切にしたい。
Ｃグループの子ども達にとって、今よりも少し難しい目標設定をする中で、自分で考えて課題を

解決できる力をつけていくことが必要であると考える。主体的に取り組む姿から自信が生まれ、自
ら「なりたい自分」を見い出していく原動力となる。また、この発達段階の子ども達は、物事を抽
象的に捉えられるようになってきているが、授業の中で論理的な思考につなげるにはまだ課題があ
る。論理的な思考の芽を育てるためには、生活経験を豊かに培う中で、思考の手掛かり、手立てを
充分に準備し、なぜ、どうしてという根拠や理由を考えられる支援をすることが大切である。目指
す姿を意識した学びを仕組み、分かるようになりたい、できるようになりたいという願いに応えら
れる授業実践を今後も継続していきたい。

『なりたい自分』になるために（成果と課題）

（文責：梶谷素女）

なりたい
自分
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・
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解
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研究同人

校長 藤田昌宏 副校長 細谷亜紀子
研究主任 巻幡知栄 副主任 和田佑子
実践ライブラリー担当 菊池友恵

〇発達課題別グループ（☆印＝チーフ）

【Aグループ（1.5歳～4歳程度まで）】

☆森あゆみ 重田美和 河原林毅 寺田慧 武田義弘
成田豊 森下靖視 巻幡知栄 細谷亜紀子

【Bグループ（５～８歳程度）】

☆和田佑子 志賀元紀 小松未央 米山知祐 森野達也
花木誠 都賀敦子 山下桃子 藤田昌宏 山本祐美

【Cグループ（9歳～14歳程度）】

☆梶谷素女 山本顕典 福谷芳恵 菊池友恵 谷智代
堀口毅 下紺晃季 石部和人 定森多貴 木村明子

〇研究協力 滋賀大学教育学部障害児教育専攻
Aグループ助言：白石惠理子 羽山裕子
Bグループ助言：江原寛昭
Cグループ助言：窪田知子 松島明日香

編集・発行 滋賀大学教育学部附属特別支援学校
住 所 〒520-0002 滋賀県大津市際川3丁目９－１
連 絡 先 TEL 077－522-6569 FAX 077－526－2279
発 行 日 令和３年 ３月 10日
印 刷 所 社会福祉法人 いしづみ会 〒520-0027 滋賀県大津市錦織2丁目9－28

編集後記

新型コロナウィルス感染症に振り回された１年。本
校でも、今できることは何か、常に模索し協議しなが
ら進めてきた１年でした。ただ、研究に関して言いま
すと、Teamsを利用して、グループ研究の場にも障害
児教育研究室の先生方に常に参加していただく形を作
ることができました。私たちの実践に対して、科学的
な裏付けや助言を常にいただける環境にあったことは、
私たちの学びを深めることにつながっていきました。
この場をお借りして感謝申し上げます。また、ここま
で研究を進めてこられたのは、「なんでもやってみよ
う」とする意欲的な研究主任および研究部の力があっ
たからこそとも思っています。今まで通りができない
日々ではありましたが、児童生徒の今の姿から常に授
業を考える特別支援学校教員の強みが発揮された１年
でもあったと感じています。
しかし、まだまだ根拠に弱い実践の段階です。これ

を科学的なものにし、次年度の研究発表大会でまとめ
ていくために、今後も教職員一同努力し、学び続けて
いきたいと思います。皆様方の忌憚のないご意見とご
助言をいただければ幸いです。

滋賀大学教育学部附属特別支援学校
副校長 細谷亜紀子

実践

ライブラリー

（本校HP）の

紹介

今年度行った研究授業を中心に、簡単な単元計画、授業のポイント、子ども達の反応などを1枚

のシートにまとめ「実践ライブラリー」としてHP上に公開しています。

『インターネットで検索しても、発達年齢に合わない…』『一時間の授業ではなく、単元での流れ
が知りたい！』など、お困りの方はおられませんか？今回の年報では紹介できなかったことを、発
達年齢別に掲載しています。みなさんの授業に少しでもお役に立てれば幸いです。

ぜひ一度、ホームページをご覧いただき、ご活用ください。

ここを
クリック！

令和3年度に研究発表大会（オンライン開催）を予定しております。
一次案内は６月ごろを予定しています。ぜひご参加ください。


